
事業の内容 事業スキーム（対象者、対象行為、補助率等）

事業目的

我が国は化石燃料のほぼ全量を海外からの輸入に依存しており、
エネルギーの安定供給は重要な課題となっている。このため、諸外
国におけるエネルギー情勢や資源価格等の動向、国内の供給を
支える石油サプライチェーン等を対象とした調査・分析を通じて得
られた情報や分析結果を政策の企画・立案等に活用し、エネル
ギーの安定かつ低廉な供給確保、国際協力の推進などを図る。

成果目標

令和元年からの事業であり、

短期的にはをエネルギーの安定的かつ低廉な供給確保に向けた
課題と対応策を抽出することを目指す。

最終的には燃料安定供給対策に関する調査結果を掲載した
ホームページへのアクセス数を約2万件とすることを目指す。

事業概要

以下の調査等を行う。

（１）諸外国におけるエネルギー情勢や資源価格等の動向、
国内の供給を支える石油サプライチェーン等を対象とした調査
を行う。

（２）石油精製段階における諸外国の技術動向や環境規制
や品質規制等の規制動向などについても調査・分析を行う。

（３）石油製品・LPガスについても卸価格や小売・納入価格・
経営実態などを調査・分析し、実態把握を行う。

民間企業国
委託

燃料安定供給対策に関する調査等委託費
令和6年度概算要求額 12億円（13億円）

資源エネルギー庁長官官房総務課
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